
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

   
学 校 名       

 
岐阜市立岐阜中央中学校 

 
実 施 期 間 

 
平成２５年１１月１６日（土）、１１月２２日（金）  

 
実 施 概 要 

 
 

①土曜参観・弁当の日  １１月１６日（土）  
参加者総数７４０人（生徒390人、教職員30人、保護者320人） 

〔実施内容〕 
・全校…弁当の日（自分で計画を立てて弁当を作る。作る段階で

家族の方の協力を得たり、アドバイスをいただいたりする。） 
・１年、２年…授業参観の後、学級懇談会  
・３年…進路学習会の後、学級懇談会  
・ＰＴＡ広報委による体育大会の写真展示  
②地域清掃  １１月２２日（金）  
参加者総数６２０人（生徒395人、教職員 28人、保護者 32人、地
域の方30人、小学生135人） 

〔実施内容〕 
・全体会…各地区生徒会で整列  
・各地区へ移動し、清掃活動（保護者、地域の方、小学生と共に

地域をきれいにする）  

 
実 施 内 容 
＊該当する項目 

 名をそれぞれチ

ェック  
(複数回答可) 

 
 

 
学習・取組の分野 
 ☑自然   □歴史  ☑文化  □産業   □その他  

 
公開の方法 
 ☑授業公開 □成果発表 ☑交流活動 □講演会等 
 □地域行事等参加 □その他 

 
来 校 者 数 

（地域協力者数） 

 

 
保 護 者 

                   
３２０人 

 
 
     計    ３５０ 人 
 

 
地域関係者 

 
３０人 

 
実 施 状 況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○今年度は、九州大学の比良松道一氏を迎えて「弁当力でつなが
る命、育つ絆」をテーマに講話を聴き、食の大切さや命の尊さ
について考えるとともに、弁当の日に向けての意欲付けにつな
げた。また、弁当を作るに当たって家族と一緒に活動したりア
ドバイスを聞いたりすることでふれあいの機会にもなった。  

○生徒たちが弁当を食べている様子をＰＴＡ役員が写真を撮った
りインタビューをしたりして弁当づくりのがんばりに対する価
値付けをした。  

○親子で目の前の進路に向けて考える機会とした。新入試制度に
向けての関心も高く保護者の出席率も高かった。  

○地域清掃では、中学３年生が下学年をリードし、指定の場所を
きれいにすることができた。また、中学生が小学生の模範とな
る姿を示すことできた。少人数の地区もあったが、保護者や地
域の方にも参加していただけ一緒に活動できた。   

 
成果及び課題 

 
 
 
 
 

○昨年度の「弁当の日」はやらされているという感が強かったの
に対して今年度は講話の効果もあり、目的意識をもって取り組
めた生徒が多かった。また、保護者も協力的で、生徒と一緒に
弁当の中身を考えたり、一緒に作ったりなど、ふれあいのきっ
かけとなってよかったという声も多かった。  

○地域清掃の取組は事前に中学生のリーダーを中心に綿密な計画
を立てるだけでなく小学生に対してビデオレターを出したり地
域の代表の方に直接お願いしたりすることで地域の一体感につ
なげることができた。  

△土曜参観と地域清掃を同一日に行うなど、地域清掃への保護者
や地域の方の協力をさらに得るために工夫を考えたい。  



 


